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1 はじめに

現在もっとも多く利用されている漢字の文字集合規格は
JIS X 0208:1997 である。これには 6879文字が含まれてい
るが、人名や地名なので不足が目立つようになった。そこで
JIS X 0213:2000において 11223文字に拡張された [1]。規
格を拡張する事によりコンピュータで扱える文字を増やす方
法には次の 2つの問題がある。

1. 規格の改訂に時間がかかる。
2. 規格と実装の乖離が起きる [2]。規格が必ずコンピ
ュータに実装されるとは限らない。

このような問題に対処するために、今までは外字が使われ
てきた。しかし外字には情報交換には使えなくなってしま
うという問題がある。本研究では、動的拡張可能文字集合
DCS(Dynamically extensible Character Set)でこれらの問
題を解決する。

2 動的拡張可能文字集合 DCS

2.1 DCSにおける文字の概念
通常の文字集合では、その文字を使う利用者のグループの
中で、文字のアイデンティティ (その文字がどういう文字で
あるかということ）は、先に合意されている。これに対して、
DCSでは文字のアイデンティティに対する合意を求めない。
その代わり文字を定義するために字形データを用いる。字形
データとは、例えば 16 × 16 ドットのビットマップで文字
を表したデータである。DCS では、各利用者は字形データ
を用意することによって新しい文字を定義することができ
る。これで規格の改訂を待つことなく、新しい文字を利用で
きるようになる。また、文字を定義した時には必ず最低 1個
の字形データが存在するので規格と実装の乖離問題が解消さ
れる。

DCS は初期値として主要文字集合を含める。具体的には
Unicode, JIS(日本), GB(中国), KS(韓国), TCVN(ベトナ
ム)で規定されている文字集合の字形データを登録する。し
たがって、DCS をサポートしたシステムではこれらの文字
を表示することができる。
2.2 DCSコードとローカルコード

DCS コードとは、DCS で定義された文字を指定するた
めの 32bitの長さを持つ文字コードである。
既存の多くのアプリケーションはその OS が用いる文字
コード (多くは 16bit 長さ) に対応している。よって、既存
のアプリケーションでは DCSコードで表現されたテキスト
を処理できない。この問題を解決するために、ローカルコー
ドという概念を導入する。
ローカルコードとは、その OSが標準で利用しているコー
ドである。ローカルコードに DCSコードの一部を仮想記憶
と同様に動的にマップすることで、DCS コードのテキスト

図 1: ローカルコードへのマッピング

を扱う。図 1はローカルコードとして JISを用いているシス
テムでのマッピングの例を示している。DCS コードの JIS
の領域は、対応するローカルコードにマップされている。そ
の他に、Unicodeで定義されている文字やユーザが定義した
新しい文字が、ローカルコードの JIS で未使用の部分にマッ
プされ利用可能になっている。未使用の領域がなくなった場
合、仮想記憶と同様に当分利用していない文字を犠牲にして
必要な新しい文字を上書きする。

3 DCSを実現するサーバとユーティリティ

図 2に DCSを実現するためのサーバとユーティリティー
を示す。この図は 2つのホスト間でテキストを交換している
様子を示している。

DCS サーバは内部にハッシュ表を持っている。このハッ
シュ表は DCS コードをキーとし、字形および読みを値と
する。
送信側および受信側ホストには、ローカルコードと DCS

コードの対応表がある。これは２つのハッシュ表からなり、
現在利用されている DCSの文字の DCS コードからローカ
ルコードへ、または、ローカルコードから DCSコードへ高
速に変換することができる。
送信側で新しい文字を定義したい利用者は、まず FontEd-

itorを用いて新しい字形を作成し、それを読みとともにDCS
サーバに送る。DCSサーバは、新しい字形を受け取ると、新
たに DCS コードを発行して FontEditor に返す。

FontEditorは、新しい文字の DCSコードを受け取ると、
ローカルコードの未使用部分を探し、その DCS コードと
ローカルコードの対応を登録する。FontEditor は、その
ローカルコードを用いてかな漢字変換サーバの辞書に対して
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図 2: DCSサーバと送信側ホスト

読みを登録する。FontEditor は最後にローカルコードを用
いて、字形データをウインドウシステムのフォントファイル
に書き込む。
利用者は、通常のテキストエディタを用いて新しい文字を
含んだテキストを作成することができる。この時、既存の
文字と同じように、かな漢字変換により入力することがで
きる。利用者はテキストエディタで、ローカルコードでテ
キストを保存する。新しい文字を含むテキスト（ローカル
コード）を他のホストに送信する時には、Encode ユーティ
リティにより、DCSコードのテキストに変換する。
新しい文字を含むテキストを受信した利用者は、Decode
ユーティリティを使用して、そのホストのローカルコード
に変換する。Decode ユーティリティは、対応表を参照しな
がら DCSコードからローカルコードへ変換する。対応表に
その DCS コードの文字が含まれていない場合には、 DCS
サーバに DCSコードを送り、DCSサーバから字形データを
受け取る。そして、ローカルコードの未使用の部分を探し、
その DCSコードとローカルコードを対応を登録する。最後
に、字形データをウインドウ・システムのフォントファイル
に書き込む。

DCS サーバを Java で記述し Glue[3] を使用して、XML
Web サービスのサーバとして実装した。ハッシュ表を
Berkeley DB[4] で実装した。

DCS クライアントと通信を行うためのインターフェース
を以下に示す。

字形データと読みを受けて、DCSコードを返す
put(BdfElement data, String yomi);

DCSコードを受けて、字体データを返す
BdfElement get(DcsCode code);

DCSコードを受けて、読みを返す
String getYomi(DcsCode code);

ここで BdfElementとは、X11 Window Systemで用いられ
る BDF形式の字形データを意味する。

4 関連研究

大澤らは、プログラム可能文字コードシステム EPICS を
提案している [5]。これはプログラム可能な仮想マシンを使
用して Unicodeとともに利用者定義文字を扱える。

EPICSでは利用者定義文字を管理するサーバがなく、利
用者は広大な可変長のコード空間の中で互いに重ならないよ
うに拡張していく。これに対して DCSでは、文字コードは
固定長で DCSサーバにより大域的に一意に定まる。また利
用者間で字形データを共有する事が容易である。

5 まとめと予定

動的拡張可能文字集合 DCSを提案した。そして、実現の
ための DCSサーバとユーティリティの開発を行った。今後
の課題は DCSサーバに蓄積されている字形データをブラウ
ズする機能を実装することである。
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